
おおい町下水道事業経営戦略 概要版 

1  経営の基本理念 
「第２次おおい町総合計画」では、「輝く笑顔がうみだす

希望 情熱よせ合うふるさと“ おおい”」を将来像として定
め、本町の下水道事業は、総合計画の基本目標の１つで
ある「豊かな自然を大切に、暮らしやすさと安全・安心を進
める町」において掲げられた施策の「環境と調和した暮らし
の推進」に位置付けられています。 

本経営戦略では、総合計画における基本理念や基本
方針を踏まえ、基本理念を「豊かな自然と共生し、未来へ
つなぐ持続可能な下水道」と定めました。今後もこの理念の
実現に向けて取り組み、町民のみなさまに信頼される下水
道事業を目指します。 

2  経営指標による評価・分析 
経営および施設の状況を表す経営指標を用いて、本町下水道事業の現状での経営分析を行いました。 

 

3  将来の事業環境 
（１） 処理区域内人口等の見通し 

処理区域内人口及び水洗化人口は今後減少が見込まれます。一方で、普及率及び水洗化率については、今後も高い

水準で安定的に推移する見込みです。 

本町の下水道事業は、現時点では安定した経営基盤を維持しています。特定環境保全公共下水道事業及び農業集落
排水事業の両事業ともに、経常収支比率は 100％を超えており、累積欠損金もなく、短期的な財務の健全性は良好な状
態にあります。企業債残高についても、特定環境保全公共下水道事業は類似団体平均を下回り、農業集落排水事業では
企業債を抱えておらず、将来世代への過度な負担が生じない健全な財政状況です。水洗化率はいずれも全国平均を上回
る水準にあり、下水道サービスの普及は十分に進んでいます。 

一方で、今後に向けた課題も見られます。経費回収率は両事業ともに類似団体平均や全国平均を大きく下回っており、
使用料収入のみでは汚水処理に要する費用を賄いきれていない状況です。汚水処理原価も全国平均を上回る高い水準に
あり、小規模事業特有の構造的な要因はあるものの、経営効率化に向けた取り組みが求められます。また、流動比率は十
分な水準とは言い切れず、突発的な修繕等に備えた資金面での余裕の確保も課題です。 

老朽化の状況については、有形固定資産減価償却率や管渠老朽化率がいずれも全国平均を大幅に下回っており、現時
点では施設・管渠ともに比較的新しい状態にあります。しかし、管渠改善率は両事業ともに 0％にとどまっており、現在のままで
は将来一斉に耐用年数を迎えた際に更新需要が集中し、財政負担が急増するおそれがあります。 

今後は、経営戦略に基づく使用料体系の在り方の検討と、ストックマネジメント計画に基づく計画的な施設更新を柱に、住
民の皆さまの生活環境と公共用水域の水質を将来わたり守り続けられる事業体制の維持・強化を目指してまいります。 

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

処理区域内人口(人) 7,300 7,120 7,030 6,940 6,851 6,761 6,673 6,589 6,504 6,420 6,336 6,252

水洗化人口(人) 7,180 7,003 6,915 6,826 6,739 6,650 6,564 6,481 6,398 6,315 6,232 6,149

普及率(％) 95.6% 95.6% 95.6% 95.6% 95.6% 95.6% 95.6% 95.6% 95.6% 95.6% 95.6% 95.6%

水洗化率(％) 98.4% 98.4% 98.4% 98.4% 98.4% 98.4% 98.4% 98.4% 98.4% 98.4% 98.4% 98.4%
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（２） 総処理水量の見通し 
水洗化人口の減少に伴い、今後は総処理水量も緩やかに減少するものと見込んでいます。 

（３） 使用料収入の見通し 
処理区域内人口および総処理水量の減少に伴い、今後は使用料収入も減少傾向で推移するものと見込んでいます。 

4  投資・財政計画 
（１） 当期純利益、繰越利益剰余金及び資金残高 

当期純利益はおおむね横ばいで推移し、繰越利益剰余金は毎年度の純利益の積み上げにより増加する見込みです。資

金残高も一定水準を確保できる見通しであり、当面の事業運営に必要な資金余力は維持されると考えられます。ただし、今

後は施設の老朽化対策等により財政負担の増加が見込まれるため、⾧期的な投資計画と財源確保の検討が重要です。 

  

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

当期純利益 17,023 9,078 8,910 9,184 9,262 9,638 8,477 9,102 8,257 8,464 8,368 9,803

繰越利益剰余金 17,023 26,101 35,011 44,194 53,455 63,092 71,567 80,667 88,921 97,382 105,747 115,547

資金残高 67,686 120,823 119,483 115,514 116,439 113,637 111,992 113,242 110,050 113,776 113,209 115,168
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R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

総処理水量等 1,006 981 969 956 944 931 919 908 896 884 872 861
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R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

使用料収入 85,955 83,865 82,810 81,744 80,702 79,637 78,607 77,613 76,619 75,625 74,632 73,636
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（２） 使用料収入及び経費回収率 
使用料収入は人口減少や処理水量の減少に伴い減少傾向にあり、経費回収率も低下が見込まれます。これにより一般

会計からの繰入れへの依存度が高まるおそれがあります。事業の持続性を確保するため、経費削減や効率化に加え、受益者

負担の原則に基づく使用料水準の見直しを検討していくことが重要です。 

（３） 収益的収支、基準内繰入金及び基準外繰入金 
収益的収入・支出はいずれも増加傾向で推移する見通しですが、使用料収入の減少を補うため、一般会計からの繰入金

に依存する構造が続く見込みです。下水道事業の経費を使用料のみで賄うことが難しい状況が続く可能性があり、一般会計

への過度な負担を抑制するためにも、使用料水準の見直しを含めた収支構造の改善に取り組むことが重要です。 

（４） 資本的収支、基準内繰入金及び内部留保資金 
資本的支出は減少傾向にあるものの今後も一定規模で発生し、収支の不足分を繰入金や内部留保資金で補う構造が

続く見通しです。今後の老朽化対策や耐震化の進展により内部留保資金の減少も懸念されることから、将来の投資需要を

見据えた計画的な財源確保と収支構造の改善に取り組むことが重要です。 

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

使用料収入 85,955 83,865 82,810 81,744 80,702 79,637 78,607 77,613 76,619 75,625 74,632 73,636

経費回収率 69.6% 58.7% 53.1% 60.0% 54.6% 54.1% 53.1% 51.1% 52.7% 49.9% 51.9% 50.6%
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R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

収益的収入 506,295 508,581 490,981 470,692 487,137 480,624 493,204 504,231 502,449 518,890 518,313 529,211

収益的支出 483,252 499,503 482,071 461,508 477,875 470,986 484,727 495,129 494,192 510,426 509,945 519,408

基準内繰入金(右軸） 103,385 95,449 42,716 37,055 37,936 36,881 46,008 45,511 49,104 54,889 57,622 60,020

基準外繰入金(右軸） 10,850 21,075 59,181 76,000 85,500 81,000 80,000 84,500 76,500 83,500 77,000 81,000
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R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

資本的収入 306,203 240,132 223,545 235,372 247,539 244,177 233,894 171,621 186,260 167,235 183,966 139,776

資本的支出 311,479 251,974 267,665 282,452 288,663 287,719 274,075 211,500 229,088 207,219 228,733 186,740

基準内繰入金(右軸) 36,090 36,484 14,286 12,987 9,830 4,435 2,569 2,072 24 0 0 0

内部留保資金(右軸) 11,858 24,624 26,278 23,112 24,720 21,940 21,904 21,919 20,685 23,143 23,517 24,035
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5  経営基盤の強化に向けた今後の取り組み 
（１） 下水道施設に関する事項 

施設の老朽化対策や耐震化の推進、予防保全型管理への転換により、安全・安心な生活環境の確保を目指します。適

切な水質管理や省エネルギー化、下水汚泥の有効利用を通じて、環境負荷の低減と循環型社会の形成に貢献します。さら

に、ストックマネジメントに基づく計画的な施設管理や広域連携、官民連携の推進、適切な使用料水準の検討により、持続

可能な事業経営の確立に取り組みます。 
（２） 下水道使用料の見直しに関する事項 

使用料は下水道事業を支える重要な財源です。人口減少による収入減少と施設更新による支出増加を見据え、将来に

わたって持続可能な経営を行うため、適切な使用料水準について検討します。 

（３） 住民からの理解に関する事項 
下水道事業の経営状況や施設の整備・更新計画などの情報を、町のホームページや広報紙を通じて分かりやすく公開し、

事業運営の透明性向上に努めます。また、使用料のあり方や事業の必要性について、説明会や広報活動を通じて丁寧に周

知を図り、町民の理解と協力を得ながら、持続可能な下水道事業の運営を目指します。 

6  経営戦略の事後検証、改正等に関する事項 
本経営戦略は令和 8 年度から令和 17 年度までの 10

年間を計画期間としております。 

この期間中、毎年度の進捗管理を踏まえ、目標値と実績

値の比較分析を確実に実施するために、PDCA サイクルに基

づき、計画の策定（PLAN）、事業の実行（DO）、達成

度の評価（CHECK）、改善（ACTION）を行い、フォロ

ーアップしていきます。 

このうち達成度の評価および改善については、モニタリング

およびローリングにより実施します。 

また、より質の高い経営戦略を目指し、計画期間の中間

年度である令和 12 年度を目途に見直し・改定を行います。 

7  経営改善に向けたロードマップ 
令和 8 年度から令和 17 年度までの 10 年間において、実績検証や経営戦略の見直し、料金改定の検討などの取組を

ロードマップに沿って段階的に実施し、持続可能な事業運営を目指してまいります。 

 
 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 

本経営戦略           

実績検証 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

経営戦略の見直し     ●     ● 

ストックマネジメント計画   ●     ●   

 

•計画と実績の比較検
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